青明舎　　フェイスシート
平成21年　3月30日　担当：三浦　理見　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　川口八寿子　様　　　男・女　　　　昭和36年6月18日生（48歳）

	
	住所　八戸市根城2丁目21-3　　　　　　　　　電話　0178-45-6440

	
	病　　名
	躁うつ病
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	　昭和50年7月頃（14歳時）
	罹 患 期 間
	約34年

	
	入院回数
	15回
	延べ入院年数
	約6年8ヶ月

	医療機関
	青南病院（川端Dr）
	外来受診日
	隔週火曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　非該当
	負担上限月額
	1500円

（4/1～）
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア（月・水/週）

　うみねこ幸房（金/週）･･･4/1より正式利用へ移行予定

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	不明
	身長
	160cm
	体重
	65.5kg

	最終学歴
	短期大学　　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	三菱電気・東亜建設（事務）・明治乳業・ワークセンター（パート）

	保　護　者
	氏名　　川口　綾子　　様　　　　　　　続柄　　　母　　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事の訓練・相談場所として利用したい。

	入院・治療歴　初診日（平成14年10月11日）

①S50年7月30日　　～　　S50年8月22日　　　八戸赤十字病院　　入院

②S50年9月3日　　～　　S50年10月23日　　　　　　〃　　　　　入院

③S51年2月12日　　～　　S51年3月15日　　　　　　〃　　　　　入院

④S53年1月18日　　～　　S53年7月24日　　　　　　〃　　　　　入院

⑤S56年4月25日　　～　　S57年1月11日　　　　　　〃　　　　　入院

⑥S61年6月11日　　～　　S61年12月27日　　　　青南病院　　　　入院

⑦S62年9月13日　　～　　S63年12月27日　　　　　〃　　　　　　入院

⑧H2年4月29日　　～　　　H2年6月30日　　　　　　〃　　　　　入院

⑨H4年2月15日　　～　　　H4年6月30日　　　　　　〃　　　　　入院

⑩H4年3月25日　　～　　　H4年6月27日　　　　　　〃　　　　　入院

⑪H7年4月27日　　～　　　H8年1月25日　　　　　　〃　　　　　入院

⑫H9年9月5日　　　～　　H10年10月26日　　　　　〃　　　　　　入院

⑬H12年7月7日　　～　　　H12年7月8日　　　　　湊病院　　　　入院（精神科救急）

⑭H12年7月9日　　～　　　H12年12月3日　　　　青南病院　　　　入院

⑮H15年1月3日　　～　　　H15年7月31日　　　　　〃　　　　　　入院

⑯H15年8月1日　　～　　　現在　　　　　　　　　　〃　　　　　　通院

	生活歴

　八戸市にて、同胞2名の第1子として出生。父は統合失調症で本人2歳時に自殺している。妹には知的障害があり、知的障害者施設に入所中。14歳時、無為的・緘黙・不眠・被害妄想出現し、昭和50年7月八戸赤十字病院へ入院。退院し、高校進学し精神科病院への入退院を繰り返しながらも卒業。短大へ進学するが、病状悪化（躁状態）しぬ湯院となり、短大は1週間で退学となっている。退院後もしばらく何もせずに過ごしていたが、その後就職するもいずれも半年程度で退職となっている。昭和61年、選挙活動のアルバイトがきっかけで不穏状態となる。同年6月11日当院初診・入院となっている。以降、当院へは不眠・興奮・空笑・思考奔逸等の症状により、9回入退院を繰り返している。退院後は当院デイケアを利用している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】統合失調症。本人2歳時に自殺により他界。

【母】本人と2人暮らし。本人の病状を理解し、的確な助言をしてくれる。

【妹】知的障害があり、施設入所している。春休み・夏休み・冬休みの年3回自宅へ1週間程外泊する。本人も1週間休み面倒を見ている。


	氏　名
	川口　八寿子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和36年　6月　18日　（48歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長期）体調・病状管理をしながら、うみねこ幸房を継続利用する。

（短期）うみねこ幸房へは休まずに通う。

　　　　私語をつつしみ作業に集中する。

　　　　パンの丸めができるようになる。


	これまでの経過　（前回評価日　　年　月　日）

	【うみねこ幸房体験利用】

H20年9月、本人より就労の相談がある。これまでの就労経験はあるがいずれも長期間続かずにいる。過去に友人と比較し就労していない焦りから、一般の飲食店へアルバイトを行うも他者との比較や自己評価の低さから1日で辞職したこともあった。そのことを振り返り、一般就労を目標とした障害に理解ある、就労訓練事業所を活用し、時間をかけて訓練を行っていくことを提案。H20.9.26よりうみねこ幸房体験利用開始。デイケア通所継続の希望や、習い事や趣味の時間は削りたくないという本人の希望から、週1回（金曜日）の体験利用から開始している。体験利用時は、意欲的に作業に取り組む様子見られているが、作業中に急な体調不良を訴え早退することや、11月から12月にかけて気管支炎を患い、約1ヶ月作業中断したこともあった。また、同じパン作業に入っている利用者と自らの作業を比較して落ち込むことや、他者と正式利用への移行期間について比較し焦燥感から正式利用について自ら予定を立て申し出ることがあり、その都度職員から焦らずに進めていくことを説明している。

10月中にサービス受給者証の申請は行っていたものの、体調不良による作業中断を理由に正式利用は先延ばしとなり、1月から作業再開。その際も翌月2月からの正式利用を希望したり、自覚はないようであったが焦燥した様子が窺えていた。作業中断によりブランクがあることや、体調管理の様子もみていきたいことからも3月中旬に正式利用へと移行することとし、体験利用を継続していた。しかし、正式利用について焦る様子がある一方、自らの体調に不安を訴えたり、趣味活動の予定があったりと正式利用を4月に延長したいと希望することもあり、希望が二転三転することもあった。

3/13（金）正式利用に伴い、ケース会議実施している。幸房側の作業に対する評価としては特に大きな問題もないとのこと。本人の4月からの正式利用の希望も強く、4月1日付けで正式利用へと移行とする。今後の目標としては、体調・病状の自己管理を長期目標とし、2年間の継続利用を目指す。会議時にも本人より作業回数を週2回へ増やしたいとの希望聞かれていた。以前も本人の希望を主治医へ相談していたが主治医からは作業に慣れてからでも遅くないことを説明され、関係機関でも正式利用後に本人の作業能力と体力に合わせて様子を見ながら進めていくことを本人と確認していた。しかし最近になり、再度週2回の利用の希望あり。本人は「調子がいいから」と希望の理由について話すが、デイケアでも同様の訴えが担当職員へあったとのこと。3月前半に東京へ旅行した後から、やや気分高揚気味でありデイケアでも他者へきつい言い方をしたりする様子も見れている。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	うみねこ幸房正式利用
	· うみねこ幸房から定期的に情報収集し、本人の作業の様子と評価について確認を行う。また、必要時にはデイケアも交えてケース会議を実施する。

· 申請手続きや更新手続きについては、青明舎が介入し確認や助言を行う。

· 幸房利用回数については、主治医の意向に沿って調整を行い、関係機関でも統一した介入を行う。

· 本人の言動を観察し、背景にある病状変化に早く気付くよう、関係機関で情報共有を行う。
	　2ヶ月


























